
裏面もご覧ください

谷山駅周辺地区

裏面もご覧ください

南清見諏訪線

の
移
転
率
は
、
ま
だ
こ
の
数
値
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
。
）

谷山駅周辺地区

裏面もご覧ください

南清見諏訪線の工事を進めています

（
※
平
成
25
年
度
予
算
は
一
部
26

年
度
に
繰
り
越
し
た
た
め
、
現
状

谷山駅周辺地区航空写真

裏面もご覧ください

の工事を進めています

・
建
物
移
転
率 

 

…
約
53
％

航空写真

鹿児島市では、明治維新（

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

の工事を進めています

・
仮
換
地
指
定
率

…
約
75
％

（
※
平
成
26
年
5
月
1
日
時
点
）

航空写真（平成 26

鹿児島市では、明治維新（

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

の工事を進めています。

（
※
事
業
費
ベ
ー
ス
）

・
仮
換
地
指
定
率

…
約
75
％

26 年 2

鹿児島市では、明治維新（1868

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

JR

・
進
捗
率 

 
 

 

…
約
41
％

（
※
事
業
費
ベ
ー
ス
）

2 月撮影）

1868 年）から

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

平
成
25

年
度
末
の
進
捗
状
況

JR 谷山駅の仮駅舎での営業が始まりました

か

月撮影）

年）から 150 年を迎える

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

ま
す
。

谷山駅の仮駅舎での営業が始まりました

か ご

年を迎える 2018 年（平成

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベントをおこな

に
向
け
て
、
よ
り
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

谷山駅の仮駅舎での営業が始まりました

ご し
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と
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よ
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努
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宅
建
築
な
ど
の
使
用
収
益
を
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始
し
た
い
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お
り
ま

す
。
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年）までの期間、カウントダウン

維新のふるさと

道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整

備
も
進
め
、
一
部
の
街
区
で
は
、

住
宅
建
築
な
ど
の
使
用
収
益
を

谷山駅の仮駅舎での営業が始まりました。
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年）までの期間、カウントダウンをしながら、その年ごとに、近代日本の

維新のふるさと 鹿児島市

平
成
26
年
度
も
、
引
き
続
き
建

物
移
転
や
道
路
工
事
、
水
路
工
事

を
進
め
る
と
と
も
に
、
電
気
、
水

鉄道高架橋

都市計画部

41

鹿児島市谷山中央５丁目

谷山駅周辺地区係  

補 償 係

工 事 係  

谷山第二地区係  

F A X  

しながら、その年ごとに、近代日本の

鹿児島市”の取組みに、ご期待ください

ま
た
、
建
物
移
転
も
各
所
で
進
め

て
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
も
、
引
き
続
き
建

…整備済み

…道路

…宅地整地

…雨水路

…鉄道の高架橋

鉄道高架橋の工事を進めています

平成２

都市計画部 谷山都市
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  ℡099

  099

しながら、その年ごとに、近代日本の

の取組みに、ご期待ください

見
諏
訪
線
」
に
つ
い
て
は
、
国
道

225
号
側
か
ら
工
事
を
お
こ
な
い
、

ま
た
、
建
物
移
転
も
各
所
で
進
め

整備済み

道路

宅地整地

雨水路

鉄道の高架橋

の工事を進めています

平成２６年（

谷山都市整備課

番 7 号

099-269-

099-269-

099-269-

099-269-

099-268-

しながら、その年ごとに、近代日本の

の取組みに、ご期待ください。

物
移
転
に
関
す
る
協
議
を
進
め

る
と
と
も
に
、
幹
線
道
路
「
南
清

見
諏
訪
線
」
に
つ
い
て
は
、
国
道

は
、
工
事
箇
所
が
変
更
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

鉄道の高架橋

の工事を進めています

年（２０１４

整備課

-8435（直通）

-8437（直通）

-2141（直通）

-8436（直通）

-2602

しながら、その年ごとに、近代日本の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
仮
換
地
（
区
画
整
理
後

の
土
地
）
に
関
す
る
協
議
や
、
建

い
て
、
整
備
工
事
を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

た
だ
し
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
決
定
額
な
ど
に
よ
っ
て

は
、
工
事
箇
所
が
変
更
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

の工事を進めています。

２０１４年）５

現

在

の

谷

山

駅

周

辺

地

区

（直通）

（直通）

（直通）

（直通）

平

成

２６

年

度

の

事

業

概

要

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
平
成
25
年
度
も
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

平
成
26
年
度
予
算
で
は
、
左
図
の
着
色
し
た
部
分
に
つ

５月

現

在

の

谷

山

駅

周

辺

地

区

平

成

２６

年

度

の

事

業

概

要

新
緑
の
頃
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。



リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
区
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
谷
山
駅
周
辺
地
区
係
（
０
９
９-

２
６
９-

８
４
３
５
）
ま
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

工
事
の
都
合
上
、
柵
の
な
い
事
業
用
地
も
あ
り
ま
す
が
、
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

地
区
内
で
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
谷
山
駅
周
辺

リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可

入
居
者
の
皆
様
に
は
、
引
越
に
関
す
る
費
用
な
ど

を
、
鹿
児
島
市
の
基
準
に
基
づ
き
補
償
し
ま
す
。

な
い
目
的
（
駐
車
場
な
ど
）
で
の
使
用
が
で
き
な
い
土
地
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ご
理
解
下
さ
い
。

工
事
の
都
合
上
、
柵
の
な
い
事
業
用
地
も
あ
り
ま
す
が
、
立
ち
入

越
を
し
な
い
と

い
け
な
い
の
？

リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可

入
居
者
の
皆
様
と
鹿
児
島
市
と
の
間
で
、
引
越
に
関

す
る
協
議
を
お
こ
な
い
ま
す
。

入
居
者
の
皆
様
に
は
、
引
越
に
関
す
る
費
用
な
ど

な
お
、
事
業
用
地
は
、
工
事
や
移
転
な
ど
を
進
め
る
う
え
で
非
常

に
重
要
な
土
地
に
な
り
ま
す
の
で
、
区
画
整
理
事
業
に
直
接
関
係
の

な
い
目
的
（
駐
車
場
な
ど
）
で
の
使
用
が
で
き
な
い
土
地
で
あ
る
こ

に
住
ん
で
い
る

ん
だ
け
ど
、
引

越
を
し
な
い
と

リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可

は
じ
め
に
建
物
所
有
者
と
鹿
児
島
市
と
の
間
で
、

建
物
移
転
に
関
す
る
協
議
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
、

入
居
者
の
皆
様
と
鹿
児
島
市
と
の
間
で
、
引
越
に
関

で
ご
相
談
下
さ
い
。
（
使
用
申
請
の
手
続
き
に
は
、
一
週
間
程
度
か

か
り
ま
す
。
）

な
お
、
事
業
用
地
は
、
工
事
や
移
転
な
ど
を
進
め
る
う
え
で
非
常

区
画
整
理
区
域

内
の
ア
パ
ー
ト

リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可

は
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
移
転
と
な
る
た
め
、
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
借
家
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
、
お
引

越
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
用
地
を
使
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
事
業
用
地
使
用
申
請
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
谷
山
駅
周
辺
地
区
係
ま

で
ご
相
談
下
さ
い
。
（
使
用
申
請
の
手
続
き
に
は
、
一
週
間
程
度
か

鹿児島市では、明治維新（

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

谷
山
駅
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
移
転
と
な
る
た
め
、
ア
パ

様
の
土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鹿
児
島
市
が
事
業
用
地
と
し
て
管
理

し
て
お
り
ま
す
。

区
画
整
理
に
伴
い
、
引
越
や
解
体
工
事
を
さ
れ
る
際
に
こ
れ
ら
の

仮換地指定状況図

鹿児島市では、明治維新（

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

鹿
児
島
市
が
先
行
買
収
し
た
土
地
や
、
移
転
が
完
了
し
た
後
の
皆

様
の
土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鹿
児
島
市
が
事
業
用
地
と
し
て
管
理

仮換地指定状況図

鹿児島市では、明治維新（1868 年）から

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
が
完
成
し
た
部
分
は
、
通
行
可
能
な

既
存
道
路
と
接
続
さ
せ
、
部
分
的
に
供
用
を
開
始
し

地

区

内

の

事

業

用

地

に

つ

い

て

い
つ
ご
ろ
完
成
す

る
予
定
な
の
？

仮換地指定状況図

都
市
計
画
課
（
本
庁
東
別
館
７
階

℡
０
９
９-

２
１
６-

１
３
７
８
）

谷
山
都
市
整
備
課
谷
山
駅
周
辺
地
区
係
（
℡
０
９
９-

２
６
９-

８
４
３
５
）

年）から 150 年を迎える

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

架
切
替
後
の
平
成
28
年
度
に
、
仮
線
撤
去
や
交
差
箇

所
の
道
路
整
備
を
お
こ
な
い
、
全
線
開
通
さ
せ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

南
清
見
諏
訪
線
は

い
つ
ご
ろ
完
成
す

仮換地指定状況図（平成

都
市
計
画
課
（
本
庁
東
別
館
７
階

℡
０
９
９-

２
１
６-

１
３
７
８
）

地
区
計
画
の
内
容
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
・
・
・

都
市
計
画
課
（
本
庁
東
別
館
７
階

℡
０
９
９-

２
１
６-

１
３
７
８
）

年を迎える 2018

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベント

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
仮
線
と
交
差
す
る

箇
所
以
外
の
建
物
移
転
や
道
路
整
備
等
を
終
え
、
高

架
切
替
後
の
平
成
28
年
度
に
、
仮
線
撤
去
や
交
差
箇

（平成 26 年

地
区
計
画
の
届
出
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
・
・
・

2018 年（平成

礎を築いた鹿児島に関わりが深い出来事を題材にイベントをおこなっていきます。

新
設
す
る
南
清
見
諏
訪
線
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
JR
指
宿
枕
崎
線
の
線
路
（
仮
線
）
と
交
差
す
る

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
仮
線
と
交
差
す
る

年 5月 1

・
建
築
物
等
の
形
態
ま
た
は
意
匠
の
変
更

・
土
地
の
区
画
、
形
質
の
変
更
（
切
土
、
盛
土
、
土
地
の
造
成
な
ど
）

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年（平成 30 年）までの期間、カウントダウン

っていきます。

1 日時点）

な
り
ま
す
。

・
建
築
物
の
建
築
ま
た
は
工
作
物
の
建
設

・
建
築
物
等
の
用
途
の
変
更

地
の
位
置
、
地
積
な
ど
を
証
明
す
る
も
の
で
、
仮
換

地
に
建
物
を
建
築
す
る
際
な
ど
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年）までの期間、カウントダウン

っていきます。“維新のふるさと

…仮換地を調整中の箇所

…仮換地が既に決まった箇所

…道路

…公園

再
発
行
し
て
も
ら

え
る
の
？

日時点）

谷
山
駅
周
辺
地
区
内
で
、
次
の
行
為
を
お
こ
な
う
際

は
、
事
前
に

都
市
計
画
課

へ
の
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

所
有
者
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

仮
換
地
指
定
通
知
ま
た
は
仮
換
地
証
明
は
、
仮
換

地
の
位
置
、
地
積
な
ど
を
証
明
す
る
も
の
で
、
仮
換

年）までの期間、カウントダウン

維新のふるさと 鹿児島市

仮換地を調整中の箇所

仮換地が既に決まった箇所

道路

公園

を
な
く
し
て
し
ま

っ
た
ん
だ
け
ど
、

再
発
行
し
て
も
ら

谷
山
駅
周
辺
地
区
内
で
、
次
の
行
為
を
お
こ
な
う
際

は
、
手
数
料
300
円
の
ほ
か
に
、
印
鑑
、
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
土
地

年）までの期間、カウントダウンをしながら、その年ごとに、近代日本の

鹿児島市”の取組みに、ご期待ください

仮換地を調整中の箇所

仮換地が既に決まった箇所

仮
換
地
指
定
通
知

リ
ッ
ク
す
る
と
確
認
で
き
ま
す
。

る
、
仮
換
地
証
明
の
発
行
が
で
き
ま
す
。

土
地
所
有
者
が
仮
換
地
証
明
の
申
請
を
す
る
場
合

は
、
手
数
料
300
円
の
ほ
か
に
、
印
鑑
、
本
人
確
認
が

しながら、その年ごとに、近代日本の

の取組みに、ご期待ください

仮換地を調整中の箇所

仮換地が既に決まった箇所

部
に
あ
り
ま
す
「
サ
イ
ト
内
検
索
」
に
て
、
「
谷
山
駅
周
辺
地
区

地
区
計
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